
1 99 1 年（平成3 年）10月1日発行 広 報 （No. 2 4 3 ) 

カナダ
あなたのにゅーたうんKANADA

自
然
は
、
 

花
い
っ
ぱ
い
運
動
 

ク
私
も
ガ
ン
バ
ッ
 

／ー 市邦 「カ＋々~は 今日の信覇犀t一ぐさん網羅していますn × 

に早目に客象庭に届くょう」、ー三協力をお願いします〇ノ 
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難誘競豊かな経験と 
敬老の日の前日14日に、総務庁より、 「老人の生活と、意識に関する 

お年寄りは家族同居が多く、交流も家族中心で、地域、友人との交 
（金田町の65才以上のお年寄りは1,232名（人口比 

15日の敬老の日を祝って、町内各地でいろいろな行事が開かれました 

日おじいちゃん、 
おばあちゃんと 

孫との交歓会 

13日岡、金田保育園にて、 

、おじいちゃん・おばあちゃん！ 
と孫との交歓会ガが開かれまし 

た。これは、園児のおじいちゃ 
ん．おばあちゃんを園に招待し 

て、孫と一緒に楽しい一日を過＼、 

（写真右上） 

たたきましょ 

お肩を 
タ ン ト ン・・・ 

（写真左上） おばあちゃんとお遊戯、 

初めてだね。 

ごしていただき、 これまでの 
ご活躍に対しての感謝とこれ 

からもお元気でと、毎年開か 

れているものです。 

（写真右下）月垣根の垣根のまがりかど・ 
など、園児達が日頃聞かな 

い歌も一緒に歌いました。 

（写真左下） 中食はハイキング方式で、 

おじいちゃん・おばあちゃん 
と私達の机で食事…・・・。 

今日一日、楽しいひとときを 
過ごしていました。 

ふるさと金田の発展のために 

汗をかして下さいク 
同時比較調査」の調査結果の発表がありました0 それによると、日本の 
流は少なく、健康や生活への不安が強いとの平均像が浮かび上がりました0 
13.5%）その中で70才以上の人は907人です～) 
ので、ご紹介します。 

おじいちゃん●おばあちゃん教えて．ク第ニ長寿園にて 
11日困、神崎保育所の園児たちが、第二長寿園を訪問し、おじいちゃん、おばあちゃん 

との交流会をしました。これは、今年で4 回目ですが、この保育所は、年明けにも同園 
を訪問し、園児達の遊戯をみていただいています。年に二回、顔を合わせているせいか、 

園児達とお年寄達はすぐ、うちとけて楽しい交流会となりました。 

（写真右上） 『おばあちゃん、この 

議あやとりガどうするの』 

（写真左上） 『私達も小さい頃、 

よく したわね』 

日 敬老会 町民会館にて 

15日回、敬老会が総合会館で、70才以上の 

ご老人580 名の方のご出席のもと開かれまし 
た。席上、養父義則、ョシ子夫妻（写真右） 

をはじめ、 7 組のご夫婦に金婚式の記念品が、， 

結城アサノさん他10名の方に米寿の記念品 

が贈呈され、皆さんより祝福をうけていま 
した。 

' 

'＃互しの讐等貿をマ競嵩まし 
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8 月1 日 
ボートハウス（艇庫）完成 
従来のプレハブに比べ、男女更衣室、シ 

ロッカー等が完備され、女性も利用しやす 
ています。また、舟艇の出入れも電動ウインチに 

より、安全で便利になりました。 

この艇庫のボート， カヌーは小学校4 年生から 

く人見婦人部 廃品回収の収益金を島原へ F 
人
見
婦
人
部
は
、
明
る
さ
と
。
ハ
ワ
ー
の
あ
る
活
動
力
と
連
 

帯
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域
の
諸
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
果
 

た
し
て
き
て
い
ま
す
。
 

こ
の
婦
人
部
が
属
し
て
い
ま
す
人
見
公
民
館
で
は
、
活
動
 

の
ひ
と
つ
と
し
て
毎
月
一
回
、
第
二
日
曜
日
を
廃
品
回
収
日
 

と
決
め
て
い
ま
す
。
7

月
 14 

日
は
、
婦
人
部
が
担
当
の
廃
品
 

回
収
日
で
し
た
。
 

『
人
見
地
区
の
み
な
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
 

日
の
廃
品
回
収
は
婦
人
部
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
今
日
の
収
 

益
金
の
一
部
は
島
原
の
方
々
へ
お
見
舞
と
し
て
送
る
こ
と
に
 

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
』
 

と、 

ニ
ュ
ー
ス
カ
ー
で
明
る
く
呼
び
か
け
な
が
ら
、
炎
天
下
 

に
汗
だ
く
に
な
っ
て
の
回
収
作
業
で
し
た
。
 

こ
の
日
の
収
益
金
は
、
人
見
地
区
以
外
の
婦
人
部
や
有
志
 

の
方
々
の
応
援
も
い
た
だ
き
、
普
賢
岳
の
火
山
災
害
に
も
負
 

け
ず
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
島
原
の
方
々
へ
激
励
と
お
見
 

金田町成人スポーツ大会 

上金田優勝 

舞
を
送
金
し
ま
し
た
。
 

私
達
、
婦
人
部
は
、
島
 

原
へ
の
国
（
政
府
）
か
ら
の
 

温
い
対
策
を
早
く
、
と
願
 

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
ク
 

行
政
区
独
自
で
 

ふ
れ
あ
い
ま
つ
 りI 

10 

月
 19 

日
田
 

午
後
3
 

時
、
9

時
ま
で
、
宝
見
グ
 

ラ
ン
ド
で
、
 

コ
玉
見
ふ
れ
 

あ
い
ま
つ
り
』
 
を
企
画
し
 

て
い
ま
す
。
 

当
日
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
 

会
や
獅
子
舞
、
飾
り
山
笠
 

そ
し
て
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
 

な
ど
盛
り
沢
山
の
催
し
物
 

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

上
金
田
地
区
の
獅
子
舞
 

が
友
情
出
演
し
ま
す
0
 

,
 

、
 

‘い 

9月1日同 平成3 年度成人スポーツ大会が、 

小学校・中学校・町民球場の3 パートにわかれて、 

14地区13チーム参加の下、開かれました。 
乱打戦もあり、なごやかな雰囲気のもと熱戦が 

繰り広げられ、 
準優勝は、優勝決定戦で14対3 で敗れた 

~ 

ク
自
分
達
の
手
で
 

憩
い
の
場
を
4
 

上
金
田
発
 

9
月
8

日
、
町
内
一
斉
の
環
 

境
美
化
の
日
、
上
金
田
に
お
い
 

て
は
、
昔
町
民
の
憩
い
の
場
と
 

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
一
一
 

重
ケ
池
周
辺
の
伐
採
な
ど
清
掃
 

作
業
を
区
民
総
出
で
行
い
ま
し
 

た
。
当
地
区
で
は
、
こ
の
池
の
 

' ― ● 一 ‘ 一 ● 一 ． 一 ● 一 ● 一 ． - . 

あのちく 
このちく 

そのクラブ― 

. 

. 

コーナー I . 

' - ’ ー ’ 一 ’ 一 ’ -- . -― ● 一 ● 一 ． 

サ
ッ
力
ー
 

飯
塚
力
ッ
プ
準
優
勝
 

(
F
c

金
田
発
）
 

第
 19 

回
飯
塚
市
民
サ
ッ
カ
ー
 

大
会
が
8

月
 13 

日
、
 15 

日
ま
で
 

の
3

日
間
、
同
市
総
田
の
陸
上
 

競
技
場
で
 25 

チ
ー
ム
が
蒸
し
暑
 

い
中
、
熱
戦
を
く
り
広
げ
ま
し
 

た。 F
c

金
田
は
、
決
勝
戦
で
惜
 

一、 

つ
 

ワ
な
 

ヤ
ノ
＼
 

~ I 
し
く
も
、
岸
野
F
c

に
敗
れ
ま
 

し
た
が
、
初
出
場
に
し
て
は
、
 

堂
々
の
準
優
勝
で
し
た
。
 

こ
の
F
c

金
田
は
、
昨
年
金
 

田
町
内
を
中
心
と
し
た
サ
ッ
カ
 

ー
愛
好
者
の
学
生
や
社
会
人
で
 

構
成
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
 

す
。
筑
豊
リ
ー
グ
に
も
加
盟
し
 

て
お
り
、
現
在
上
位
に
位
置
し
 

て
い
ま
す
。
 

入
部
希
望
者
は
、
代
表
の
 

原
田
道
宏
 

囲
3
3
4
0
 

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

い
つ
で
も
大
歓
迎
し
ま
す
。
 

？

 

・

 

一

 

、
 

ノI 

用できます。 
平日は午後3 時から 、 
土・日・祭日は午後1時 

ら。 指導者のもと、10月 

、30日までです。 ノ 

ー

 

、
 

》」刑 

カ
 

ノ
 

水泳大会 
~ 入賞者あいつぐ 

7 月21日、 B &G 福岡県連絡 
協議会主催の県大会が三瀦海洋 

センターで開かれ、金田海洋セ 

ンター（温水プール）代表とし 
（オリンピック出場も夢じゃない） て出場しました若林直子さんが 

中学生女子の部平泳きで、見事、優勝しました。 （写真上 左の人） 

同じく代表の（写真上左から2 人目より）星野智子（中1 )、星野直子（小6 )奄衣上ノーと七 

岩永晃和君（中1）も出場し、健闘しました。今、温水プールでは、来年に向け、肩嗣萌 

名姦チ能詠賛麗纏筆康向り志君が、7 月14日の郡大会水泳の部平泳きで本て多参鳥ら 

0)蕪鷲戴響灘難難驚議騒>'O)テ,に』織 
どうぞ、日本国内でも数少い 

町営温水プール をこ利用下さし 。 

周
囲
を
公
園
化
し
 

よ
う
と
の
気
運
も
 

高
ま
っ
て
い
ま
克
 

上
金
田
地
区
は
 

昨
年
よ
り
あ
い
さ
 

つ
運
動
な
ど
ガ
人
 

づ
く
り
ガ
を
強
力
 

に
推
し
進
め
て
お
 

り
、
ク
ふ
れ
あ
い
 

フ
 
ェ 
ス
タ
 

イ
ン
 

か
み
か
な
だ
ガ
を
 

成
功
さ
せ
、
 
10 

月
 

20 

日
に
は
、
ふ
れ
 

あ
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
 

ル
大
会
ガ
を
企
画
 

す
る
な
ど
活
発
に
 

地
域
づ
く
り
が
計
 

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

講
演
会
も
予
定
し
 

て
い
る
と
か
。
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1 9 9 1 年（平成3年）10月（神無月）こあんない （見ゃすところこ貼てお使下さ） 
日 曜日 時 間 場 催 し も の ・ 行 事 問 合 先 こ 家 庭 で の 予 定 備 考 

1
 

火
 

三 
体力っくり強調月間 食生活改善普 
及運動 腎移植推進月間 里親月間 
健康強調月間 麻薬・覚せい剤禍撲 
滅運動 母子保健強調月間 魚食普 
及月間 LPガス消費者保安月間 
労働保険適用促進月間 育児休業制 
度普及促進月間 高年齢者雇用促進 
月間 浄化槽の日 デザインの日 
全国道路標識週間 住宅月間全国労 
働衛生週間 「法の日」週間 公正 
競争規約普及月間 平成3年社会生 
活基本調査 

. . 
~ 

‘ ． 

: 
. . 

~ 
’ ． 

】 

】 

: 

2 水 : 

3 木 】 

4 金 12 : 00 ~ 15 : 30 田川青少年文化ホール 福岡県ガン予防のっどい 福祉課環境衛生係 都市景観の日 

5 土 13 : 00 ~ 15 : 00 7 区 ・ 11 区 ふれあい美化運動（空き缶・瓶拾い）（予備日19日） 福祉課環境衛生係 

6 日
 

9 :30 - 15:00 総 合 会 館

金 田 保 育 所

第三回金田町囲碁まっり ネ~ 会、 教 育 課 

金 田 保 育 所

国際協力の日

全国一斉に自然歩道を歩こう大会

9 】00 -・J 運動会 
9 :oo - 宝 見 保 育 所 運動会 （ 、ノ貝J 星 育 所 

t苗位沫壕境衛生係 7 月 9 : 30 - 12 : 00 総 合 会 館 子宮ガン・乳ガン検診 

8 火
 

9 : 30 ~ ii : 00 
10 : 00 - ' 15 : 00 
13 : 30~ 14 : 30 

総 合 会 館 

役場二階第 3 会議室 

金 田 小 学 校 

胃ガン検診 

国民年金相談 

インフルエンザ予防接種 

福祉課環境衛生係 

住民課国保年金係

福祉課環境衛生係 ま
ち
づ
 

木の日 

9 水 : 

10 木
 

8 : 30 ~ 16 : 00 
9 : 00 - 
8 : 30 - 

町民球場・金田公園多目的広場 

上 金 田 保 育 所 

ひ ら ば る 幼 稚 閲 

金田町町民グランドゴルフ大会 

運動会 
運動会 

社 会 教 育 課 

上 金 田 保 育 所

ひ ら ば る 幼 稚 闘

く
り
夜
な
べ
 

体育の日 目の愛護デー

40歳からの健康週間 
1I1-i 金 】 役 場 二 階 議 事 堂 農業委員会 産 業 労 働 課 全国防犯運動違反建築防止週間 

12 ①匪 りi‘ 】 談＼ 秋の行政相談週間 

13 日 
、
 

一
 

5

~
 

4
A
Q
U
 

8
9
 

 神 崎 保 育 所 

糸 田 町 民 グ ラ ン ド 
運動会 
第27回田川郡身体障害者体育大会（雨天の場合は糸田町民体育館） 

神 崎 保 育 所 

福 祉 課 福 祉 係 

我 

14 月 】 世界食糧デー 国立公文書館秋の展示会 

15 火 
10 : 00 ~ 15 : 00 

13 : 30 ~ 14 : 30 

役 場 二 階 集 会 室 

金 田 中 学 校 

行政相談 

インラルエンザ予防接種 
総 
福祉課環境衛生係 

16 水 10 : 00 ~ 15 】 00 役 場 前 広 場 愛の献血 福祉課環境衛生係 

17 木 13 : 30 ~ 14 : 30 総 合 会、 館 1才6ケ月検診 福 祉課 環境衛生係 
二’ 田  、  学 校
福 祉課 環 境衛生係

讐 

薬と健康の週間 

18 金
 

0

~
 

0

~
 

1
5
 

 

 

、
 

、
 

一
 

0

~
 

0

~
 

0

~
 

 金 田 中 学 校 

 役 場 二 階 集 会 室 

役場二階第 3 会議室 

定
 

予
 

会
 

大
 

チ
 

ソ
 

ケ
談
談
 

ス
相
相
 

内

児

政

 

校

乳

行

 

統計の日 

19 土 15 : 00 - 21 : 00 宝 見 グ ラ ン ド 宝見ふれあいまっり 宝 見 行 政 区 

20 日 8 : 30 ~ 平 原 グ ラ ン ド 上金田ふれあいソフトボール大会（組対抗） 上 金 田 公 民 館 

21 月 】 

22 火 
ii: 00 - 13 : 00 

13 : 30 - 14 : 30 

勤労者体育セ ン夕 ー 

町 民 会 館 

金田町勤労者体育センタ一落成式 
インフルエンザ予防接種 

社 会 教 育 課

福祉課環境衛生係 

23 水 10 : 00 - 15 】 00 役 場 二 階 集 会 室 心配ごと相談 福 祉 課 福 祉 係 高圧ガス危害予防週間 

24 木 
9 】 00 - 16 : 00 

13 : 30 - 14 : 30 

金 田 小 学 校 

町 民 会 館 

研究指定校三年次発表会 

三種混合予防接種 

金 田 小 学 校 

福祉課環境衛生係 国連軍縮週間 

25 金 ii: 00 -j 13 】 00 総 合 会 館 健康教室（健康と運動） 福祉課環境衛生係 

26 ①隊 ］庁 】 金 田 小 学 校 地区集会 金 田 小 学 校 原子力の日 

27 日 9 : 30 ~ 15 : 00 総 合 会 館 田川市町村対抗囲碁まっり 社J 会‘ 教 育 課 全国豊かな海づくり大会 

28 月 : 

29 火 9 : 30 ~ 金 田 中 学 校 給食調理講習会 金 田 中 学 校 

30 水 】 金 田 中 学 校 中間考査（~31) 金 田 中 学 校 

31 木
 三

 金 田 小 学 校 月末大掃除・安全点検 

町県民税第三期納期 

国民保険税第三期納期 

金 田 小 学 校

税 務 課 徴 収 係

住民課国保年金係 ノ 

麟は役場が休みの土曜日です。 備考欄の月間、旬間、週間はそれぞれーケ月間、十日間、一週間をとおして実施されます。 

9月より、夜なべ談義（各専門職種ごとのまちづくり懇談会）が始まりました。 

4日、まちづくり講演会（役場二階議事堂）19 : 00～ 問合せ先 企画開発課 

※
※
※
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 注目されはじめた力ナダまち、今、力ナダがおもしろい／

ふるさと力ナダふれあいフエスタ
と き 平成3年1 1月I 日（前夜祭）・2日・3日の3日間 

ところ 金田町総合会館I 町民会館I 広場,周辺の道路を利用 

主 催 ふるさと力ナダふれあいフェスタ実行委員会 
（町内21団体で構成） 

撒まちのイメージアップによる新しい金田らしさの創造クを 

目標に全町あげての一大ィベントを開催します。 

みんなの知恵と汗でカナダが変わりはじめました〇 

8 月19日 

設 
」ーー 

.」I一 
今年の3 月より設立に向け、 

準備委員会で検討されていまし 
た、待望の 

金田町文化連盟 

の設立総会が8 月19日総合会館 

で開かれました。 
規約も決まり、井上次雄初代 

会長以下、下記のとおり役員体 
制もでき、ふれあいフェスタに 

〕 むけての早急な取組みを開始し 

ています。 
会 長 
副 会 長 

文
化
連
盟
へ
の
一
 

加
入
に
っ
い
匹
 

連
盟
で
は
、
現
在
 

会
員
の
加
入
申
込
み
 

を
受
け
つ
け
て
い
ま
 

す。 町
民
文
化
の
振
興
 

を
図
り
、
明
る
く
豊
 

か
な
町
つ
く
り
に
寄
 

与
す
る
こ
と
を
目
的
 

と
す
る
文
化
連
盟
へ
 

の
加
人
を
呼
ひ
か
け
 

ま
す
一
。
 

団
体
加
入
 

(6

人
以
上
）
 

年
会
費
6

千
円
 

個
人
加
入
 

年
会
費
5

百
円
 

で
す
。
 

問
合
せ
先
 

教
育
委
員
会
 

社
会
教
育
課
 

公
囲
2
2
0
0
 

雄
敏
子
郷
明
子
朗
子
子
 

喜
 
代
 

次
正
智
康
良
富
嘉
香
安
 

上
本
治
熊
林
口
井
野
原
 

井
森
加
大
若
山
平
桑
上
 

事務局長 
事務局員 

事 

計
 

監
 
会
 

第
三
回
金
田
町
囲
碁
ま
つ
り
 

参
加
者
募
集
 

△
日
 

時
 

△
会
 

場
 

△
参
 
加
 
費
 

1
I

'

J

 

6
日
回
9

時
、
 

総
合
会
館
 

1
5
0
0

円
 

（
昼
食
・
参
加
費
込
）
 

△
参
加
資
格
 

他
市
町
村
の
力
 

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

△
申
込
み
先
 

『
囲
碁
ま
つ
り
実
行
委
員
会
』
 

（
教
育
委
員
会
内
）
 

容
助
0
 '4
ュ
（
」
ノ
ム
 

に
U
 

△
申
込
み
締
切
 

4
日
岡
 

△
後
援
 

日
本
棋
院
田
川
支
部
 

※
こ
の
大
会
は
、
田
川
市
町
村
 

対
抗
囲
碁
大
会
へ
の
出
場
選
手
 

の
選
考
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
 

△
問
合
せ
先
 

申
込
み
先
と
 

同
じ
で
す
。
 

ま
ち
づ
く
り
講
演
会
へ
 

ど
う
ぞ
 

ノ

ー

J

 

ロ
日
 

時
 

4
日
岡
 19 

時
、
 

ロ
場
 

所
 

役
場
加
議
事
堂
 

ロ
演
 

題
 

『
金
田
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
 

景
観
づ
く
り
に
つ
い
て
』
 

九
州
芸
術
工
科
大
学
 

佐
 

藤
 

教
授
 

（第243号） 

P
T
A
文
庫
、
そ
れ
何
？
・
 

白
土
 

口
目
へ
 

職
 

勿
m
m
m
勿
功
勿
勿
 

、 

、 
' 

、、、 

3 日 小学校PTA新聞 

100号記念植樹→ 
／一ー一～\ 

花と緑の豊かな町つ 
、、、、～～ーーー／ 

l 昨年、宝くじ助成事業の 
一つとして温水プール前の 
道路側面に、桜80本、クロ 
ガネモチ70本、ツツジ1200 
本植樹し、元気に育ってい 

ます。 
きっと近い将来、私達に 

花と緑を見せてくれるでしょ 

（今日は、どれをおかあさんと読もうか） 

小学校の3 年生以下の下学年のためにつく られ、 
PTA のバザーの収益金などで本を購入しています。 

秋の夜長、親子で読書はいかがですか？ 

救急の日のつどい 
田川青少年文化ホール→ 

（昔みたいに大きく育て、 

う。大切にしましょう。 

（人工呼吸の実技指導） 
くすの木） 

福岡県青年経営者の主張大会 

福田修 氏Gl才） 

1 

（
県
商
工
会
青
年
部
 

連
合
会
長
賞
受
賞
）
 

→
 



(11) 1991年（平成3年）10月1日発行 （第243号） （第243号） 1991年（平成3年）10月1日発行 ⑩ 

第
十
一
回
 
金
田
町
短
歌
大
会
 

あ
な
た
も
一
首
ど
う
ぞ
 

作
品
募
集
 

金
田
町
‘
の
短
歌
大
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
今
ま
で
 

参
加
さ
れ
た
方
は
も
と
よ
り
、
初
め
て
の
方
も
短
歌
を
作
っ
て
、
参
 

加
し
ま
し
ょ
う
。
 

〔
応
募
要
領
〕
 

一
人
一
首
を
原
稿
用
紙
か
 

葉
書
に
書
き
、
住
所
・
氏
名
 

を
記
入
の
上
、
提
出
を
・
：
。
 

〔
締
切
日
〕
 

11 

月
3

日
回
の
ふ
る
さ
と
 

カ
ナ
ダ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
 
ス
タ
 

当
日
締
切
 

！

ノ

I

 

年
金
相
談
の
 

お
知
ら
せ
 

I

ノノノ 

10 

月
8

日
因
は
、
直
方
社
会
 

保
険
事
務
所
の
年
金
担
当
者
が
 

来
て
、
み
な
さ
ん
の
年
金
に
つ
 

い
て
の
問
合
せ
、
ご
相
談
に
応
 

じ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
を
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 

o
場
所
 

役
場
加
 
第
3
会
議
室
 

o
時
間
 

10 

時
、
 15 

時
 

（
過
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
 

払
込
も
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
 

下
さ
い
。
）
 

〔提 

出
 
先〕 

〒
八
一
一
一
一
ー
一
一
一
 

田
川
郡
金
田
町
 

金
田
一
五
三
三
ー
五
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

『
第
 
11 

回
金
田
町
 

短
歌
大
会
 

実
行
委
員
会
』
 

〔
大
会
期
日
〕
 
11 

月
 23 

日
田
 

（
祭
日
）
予
定
 

〔発 

表〕 

広
報
カ
ナ
ダ
ー
月
号
紙
面
 

に
掲
載
予
定
 

中
央
公
民
館
 

1
 20 

才
ー
 60
 

才
 

年
金
加
入
を
 ー

 

会
社
を
退
職
し
た
 20 

歳
以
上
 

60 

歳
未
満
の
方
は
、
次
の
会
社
 

へ
勤
め
る
ま
で
の
短
い
期
間
だ
 

か
ら
と
い
っ
て
国
民
年
金
加
入
 

の
届
出
が
遅
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
 

も
し
も
、
こ
の
間
に
病
気
や
 

事
故
で
障
害
者
に
な
っ
た
り
死
 

亡
し
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
 

や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
 

な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
満
額
 

の
老
齢
基
礎
年
金
も
受
け
ら
れ
 

ま
せ
ん
。
 

あ
な
た
自
身
の
た
め
、
愛
す
 

る
家
族
の
た
め
、
会
社
等
を
辞
 

め
て
厚
生
年
金
保
険
等
に
加
入
 

し
て
い
な
い
期
間
は
必
ず
、
国
 

民
年
金
へ
の
加
入
の
届
出
を
し
 

ま
し
ょ
》
つ
。
 

問
合
せ
は
住
民
課
国
保
年
金
係
 

短
歌
教
室
 

/
 

こ
ろ
こ
ろ
と
鳴
く
こ
ほ
ろ
ぎ
を
住
ま
わ
せ
て
 

わ
が
家
の
庭
の
秋
深
み
ゆ
く
 

三
歳
に
な
り
た
る
孫
は
誇
ら
し
げ
に
 

身
体
検
査
に
泣
か
ざ
り
し
と
い
ふ
 

父
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
添
え
ら
れ
し
 

造
花
の
バ
ラ
は
香
り
立
つ
ご
と
 

見
渡
せ
る
山
の
峰
々
に
か
か
り
た
る
 

雲
の
切
れ
間
よ
り
大
山
の
見
ゆ
 

、？ 

●

 

‘
 

"
 

第
四
回
 
金
田
町
少
年
の
主
張
大
会
⑨
 

ま
 

く
 

l
 

ぽ
く
の
ク
ラ
ス
に
は
、
色
々
 

な
性
格
の
人
が
い
ま
す
。
い
ば
 

っ
て
い
る
人
、
泣
き
虫
の
人
、
 

と
て
も
お
も
し
ろ
い
人
 

男
子
 

で
は
、
強
く
て
、
 
ス
ポ
ー
ッ
万
 

能
な
人
、
体
は
小
さ
い
け
ど
と
 

て
も
元
気
で
フ
ァ
イ
ト
の
あ
る
 

人
、
勉
強
が
得
意
で
、
い
つ
も
 

ニ 
コ 
ニ 
コ
し
て
い
る
人
、
女
の
 

子
で
は
、
男
子
な
ん
か
、
顔
ま
 

け
の
強
い
人
。
で
も
、
そ
の
人
 

は
、
と
て
も
気
持
が
や
さ
し
い
 

ま
た
、
責
任
感
の
と
て
も
強
い
 

人
、
掃
除
や
係
の
仕
事
を
、
自
 

分
か
ら
す
す
ん
で
や
り
と
げ
ら
 

れ
る
人
、
い
つ
も
、
友
達
の
こ
 

と
を
心
配
し
て
、
助
け
て
や
れ
 

る
人
、
次
々
と
お
も
し
ろ
い
遊
 

び
や
手
作
り
お
も
ち
ゃ
を
考
え
 

出
す
人
、
と
て
も
た
よ
り
に
な
 

る
人
、
ま
た
、
そ
の
人
に
あ
ま
 

え
て
ば
か
り
い
る
人
、
み
ん
な
 

ぽ
く
の
ク
ラ
ス
の
友
達
で
す
。
 

ぽ
く
は
み
ん
な
好
き
で
す
。
 

y
 

「ー「ここ二～＝・一ー 

餐勲痴 
縛鍵ミ血I_k 

雄き：期 

、 

、4 

麟 
モクセイ 

~ 

、 

阿
 

部
 

重
 

宏
 

千
 

手
 

佐
起
子
 

岡
 

野
 

富
司
生
 

福
 

原
 

照
 

子
 

の
 

友
 

達
 

う

え

 

の
 

金
田
中
 

年
 

上
 

野
 

ぽ
く
は
こ
の
ク
ラ
ス
に
な
っ
 

て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
 

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

そ
れ
は
、
第
一
に
人
に
い
や
 

な
こ
と
を
し
た
、
人
が
困
る
こ
 

と
を
し
た
。
例
え
ば
、
ひ
ど
く
 

か
ら
か
っ
た
り
、
う
る
さ
か
っ
 

た
り
、
掃
除
な
ど
の
仕
事
を
な
 

ま
け
た
り
す
る
人
に
対
し
、
相
 

手
が
い
く
ら
強
い
人
で
も
、
ち
 

ゃ
ん
と
注
意
で
き
る
人
、
困
っ
 

て
い
る
人
が
い
る
と
、
相
手
が
 

だ
れ
か
と
関
係
な
く
力
を
貸
し
 

て
や
れ
る
人
、
そ
の
人
た
ち
が
 

ど
ん
な
に
大
切
な
存
在
か
。
ま
 

た
、
そ
の
人
た
ち
こ
そ
が
本
当
 

に
や
さ
し
い
友
達
思
い
の
人
で
 

。 

は
な
い
か
と
か
、
そ
ん
な
友
達
 

の
姿
を
み
て
、
自
分
の
生
き
方
 

を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
 

れ
は
、
こ
れ
か
ら
行
く
中
学
校
 

で
も
、
大
人
に
な
っ
て
も
人
と
 

人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
い
つ
 

も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
 

一

「

 

ひ

ろ

 

ゆ

き

 

寛
 

之
 

な
い
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
 

す。 五
年
か
ら
の
二
年
間
、
と
て
 

も
長
い
よ
う
で
短
か
か
っ
た
。
 

ぽ
く
達
は
、
毎
日
い
っ
し
ょ
に
 

勉
強
を
し
て
毎
日
遊
ん
だ
。
時
 

々
け
ん
か
を
し
た
け
ど
、
そ
ん
 

な
こ
と
は
も
う
忘
れ
た
。
楽
し
 

か
っ
た
こ
と
は
今
、
考
え
る
と
 

い
ろ
い
ろ
思
い
出
さ
れ
る
。
修
 

学
旅
行
に
行
っ
て
、
見
学
す
る
 

所
や
旅
館
の
人
に
迷
わ
く
を
か
 

け
ま
い
と
、
が
ん
ば
っ
て
ほ
め
 

ら
れ
た
。
そ
し
て
、
み
ん
な
で
 

福
智
山
に
登
っ
た
こ
と
。
む
ち
 

ゃ
く
ち
ゃ
き
つ
か
っ
た
け
ど
、
 

友
達
と
声
を
か
け
合
っ
て
登
っ
 

た
。
頂
上
に
た
ど
り
つ
い
た
時
、
 

全
身
で
感
じ
た
、
あ
の
す
が
す
 

が
し
さ
は
、
ぼ
く
た
ち
は
き
っ
 

と
一
生
忘
れ
る
事
は
な
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

「
そ
う
だ
」
、
こ
れ
が
一
番
 

と
い
う
思
い
出
。
ぽ
く
達
に
何
 

か
教
え
て
く
れ
た
英
彦
山
キ
ャ
 

ン
プ
を
し
た
事
で
、
ぽ
く
た
ち
 

は
な
ぜ
か
少
し
偉
く
な
っ
た
様
 

な
気
持
に
な
っ
た
。
友
達
同
志
 

で
力
を
合
わ
せ
、
何
か
を
す
る
、
 

本
当
に
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
 

い
じ
わ
る
な
風
は
折
角
掃
き
よ
せ
し
 

庭
の
枯
葉
を
吹
き
散
ら
し
た
り
 

引
き
つ
め
し
髪
に
喪
服
を
着
し
姪
は
 

藤
 

そ
の
母
に
似
し
面
影
見
す
る
 

三
 

若
き
日
の
想
ひ
に
還
れ
る
こ
の
幾
日
 

林
 

村
 

俊
 

和
 

信
 

子
 

た
 

君
は
笑
ま
へ
り
夢
に
顕
ち
来
て
 

福
 

田
 

昌
 

室
さ
ん
と
高
木
さ
ん
を
思
ひ
カ
る
 

す
ず
ら
ん
の
花
木
陰
に
咲
き
て
 

家
の
子
が
よ
そ
の
子
が
も
ぎ
一
本
の
 

山
 

口
 

倭
 

子
 

キ
ン
カ
ン
の
実
は
熟
る
る
こ
と
な
し
佐
 
竹
 

喜
久
雄
 

新
築
の
家
た
ち
並
ぶ
故
郷
は
 

つま 

な
ぜ
か
琳
し
と
子
ら
の
い
ふ
な
り
 
小
 

野
 

と
め
子
 

亡
き
夫
と
過
せ
し
去
年
の
暑
か
り
し
 

日
々
を
思
へ
り
汗
ぬ
ぐ
ひ
つ
つ
 

井
手
元
 
智
恵
子
 

乾
き
き
り
一
雨
ほ
し
い
裏
の
畑
 

秋
野
菜
蒔
か
む
と
草
を
刈
り
カ
る
 

丸
丸
と
太
り
し
足
の
裏
ま
で
も
 

震
わ
せ
な
が
ら
泣
き
カ
る
嬰
児
 

川
土
手
に
コ
ス
モ
ス
植
え
て
村
人
は
 

ぼた 

根
つ
く
を
願
う
炎
天
の
中
 

硬
山
の
基
地
に
通
ず
る
細
き
道
 

姐
は
花
を
抱
え
過
ぎ
ゆ
く
 

誕
生
日
を
覚
え
て
く
れ
カ
し
子
の
嫁
が
 

加
 

渡
 

治
 

辺
 

智
 

子
 

勝
 

由
 

上
 

原
 

安
 

子
 

白
 

石
 

幸
 

造
 

安
物
で
す
が
と
セ
ー
タ
ー
く
れ
ぬ
 

香
 

月
 

こ
の
え
 

一
枝
の
花
を
手
向
け
む
亡
き
父
に
 

つ
く
し
得
ざ
り
し
悔
持
ち
な
が
ら
 

市
 

丸
 

須
磨
子
 

朝
タ
の
勤
め
と
い
ひ
て
経
を
よ
む
 

嬬
は
曲
ら
ぬ
足
を
の
ば
し
て
 

加
 

来
 

ス
マ
子
 

愛
媛
よ
り
送
り
く
れ
た
る
小
密
柑
に
 

孫
の
や
さ
し
さ
甘
く
味
わ
う
 

香
 

月
 

み
さ
お
 

廃
材
で
孫
の
作
り
し
瓶
に
挿
す
 

向
日
葵
の
黄
の
花
よ
く
似
合
ふ
 

幾
度
か
や
め
む
と
思
ひ
し
日
も
あ
れ
ど
 

久
 

保
 

の
 

ぶ
 

友
に
励
ま
さ
れ
自
分
史
書
き
ぬ
 

稲
 

富
 

み
つ
こ
 

降
り
る
駅
の
近
く
な
り
し
か
懸
命
に
 

幼
子
を
起
し
居
り
白
髪
の
人
が
 

白
 

石
 

信
 

子
 

J 
!

'

 

) 

し
た
。
 

ほ
く
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
先
生
 

を
先
頭
に
、
仲
の
良
い
仲
間
で
 

す
。
先
生
は
目
が
大
き
く
て
、
 

く
る
く
る
目
、
口
・
つ
る
さ
い
け
 

ど
、
や
さ
し
い
先
生
、
こ
の
ま
 

ま
で
、
ぼ
く
達
は
中
学
一
年
生
 

に
な
れ
る
と
い
い
な
、
な
ん
て
 

思
い
ま
す
。
 

で
も
、
も
う
み
ん
な
と
別
れ
 

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
と
て
 

も
に
ぎ
や
か
な
元
気
の
い
い
ク
 

ラ
ス
六
年
三
組
、
ぼ
く
た
ち
は
 

一
生
き
っ
と
忘
れ
る
こ
と
は
な
 

い
と
思
い
ま
す
。
ぽ
く
た
ち
ク
 

ラ
ス
が
、
み
ん
な
い
つ
ま
で
も
 

良
い
仲
間
で
あ
る
よ
う
に
と
思
 

い
ま
す
。
 

友
達
だ
か
ら
仲
良
く
遊
ぶ
。
 

友
達
だ
か
ら
け
ん
か
も
す
る
。
 

友
達
だ
か
ら
お
た
が
い
好
き
に
 

な
る
。
だ
か
ら
、
ぽ
く
は
友
達
 

が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
 

お
金
で
も
な
く
、
物
で
も
な
く
、
 

友
達
が
 

。 

ぼ
く
た
ち
は
、
あ
と
も
う
少
 

し
で
中
学
生
で
す
。
ぼ
く
は
今
 

ま
で
に
、
友
達
か
ら
学
ん
で
き
 

た
い
ろ
い
ろ
な
大
切
な
事
を
、
 

こ
れ
か
ら
の
中
学
校
生
活
で
生
 

, 

か
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
少
し
 

ず
つ
で
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
 

い
で
す
。
 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
め
ぐ
り
会
 

う
友
達
か
ら
も
、
い
っ
ぱ
い
い
 

い
も
の
を
見
つ
け
て
、
友
達
や
 

自
分
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
 

と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
 

と
思
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
金
田
小
六
年
三
組
 

か
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
、
大
き
 

な
、
大
き
な
本
物
の
友
達
の
輪
 

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
 

す。 （
平
成
3

年
2

月
4

日
の
総
合
 

会
館
で
の
大
会
に
て
発
表
さ
れ
 

た
も
の
で
す
。
）
 

「
上
野
寛
之
」
君
は
、
昭
和
 53 

年
 12 

月
7

日
生
れ
の
中
学
一
年
 

生
。
三
人
兄
弟
の
一
一
男
で
、
大
 

字
金
田
二
一
二
番
地
（
上
金
田
）
 

に
住
ん
で
い
ま
す
。
 

新
刊
案
内
 

一 

中
央
公
民
館
図
書
塵
 

『
霊
能
者
と
し
て
生
ま
れ
て
生
き
て
』
 

宜
保
 

愛
子
著
 
講
談
社
 

『
も
も
の
か
ん
づ
め
』
 

さ
く
ら
も
も
こ
著
 
集
英
社
 

『
あ
な
た
に
褒
め
ら
れ
た
く
て
』
‘
 

高
倉
 

健
著
 
集
英
社
 

『
だ
か
ら
私
は
嫌
わ
れ
る
』
 

ビ
ー
ト
た
け
し
著
 
新
潮
社
 

『
夢
・
宝
塚
』
 

大
浦
み
ず
き
著
 
小
学
館
 

『
現
代
下
世
話
大
全
バ
ウ
ス
リ
ー
』
 

宝
島
編
集
部
編
J
I
c
c
出
版
局
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第
四
回
金
田
町
少
年
の
主
張
大
会
⑩
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《
 

●

 

ー
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加W

?h 

ン
」
、
っ
 
α
」
ヒ
」
列
m

‘勿』 
お

お

 

い
 

l
 

ー
 

《、
 

金
田
中
一
年
 

大
 

井
 

十

詩

枝

 

私
達
の
身
の
回
り
を
見
て
、
 

は
っ
と
気
が
つ
く
こ
と
に
、
ま
 

ず
ー
つ
は
、
森
林
が
少
な
く
な
 

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

二
つ
目
は
、
紙
の
使
い
す
ぎ
の
 

こ
と
で
す
。
み
ん
な
か
ら
い
つ
 

も
「
自
然
を
大
切
に
」
な
ど
の
 

よ
う
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
 

が
「
口
だ
け
？
」
な
ど
と
、
私
 

は
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
た
と
え
 

ば
今
、
私
が
こ
の
場
所
で
、
実
 

際
に
書
い
て
い
る
紙
も
、
自
然
 

を
ど
ん
ど
ん
く
ず
し
て
い
る
の
 

で
す
。
紙
を
使
う
と
い
う
こ
と
 

は
、
木
を
切
っ
て
い
る
の
と
同
 

じ
で
す
。
 

そ
れ
に
、
そ
の
木
で
ま
た
い
 

ろ
い
ろ
な
家
具
な
ど
を
作
っ
て
 

い
ま
す
。
私
の
家
、
み
な
さ
ん
 

の
家
も
そ
う
で
す
。
い
ろ
い
ろ
 

な
家
具
、
柱
、
お
わ
ん
な
ど
、
 

ほ
と
ん
ど
が
木
で
で
き
て
い
ま
 

す
。
で
も
、
私
は
そ
の
こ
と
を
 

忘
れ
て
い
る
と
き
は
、
紙
の
む
 

だ
使
い
な
ど
、
木
、
た
と
え
ば
 

わ
り
ば
し
な
ど
の
む
だ
使
い
を
 

し
て
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
は
、
ど
う
で
す
か
。
 

森
林
に
住
ん
で
い
る
鳥
や
動
物
 

な
ど
は
、
森
林
が
な
く
な
る
と
 

生
き
て
は
い
け
な
く
な
る
の
で
 

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
 

森
林
が
な
く
な
る
と
、
水
、
空
 

気
が
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
 

だ
か
ら
人
間
だ
っ
て
空
気
が
な
 

く
な
る
と
、
生
き
て
は
い
け
な
 

い
は
ず
で
す
。
 
つ
ま
り
、
砂
漠
 

が
増
え
て
い
く
こ
と
で
す
。
今
 

ま
で
に
、
い
く
人
の
人
が
死
ん
 

で
き
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
 

ア
フ
リ
カ
な
ど
に
住
ん
で
い
る
 

人
は
、
 

一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
 

生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
 

ょ
う
か
。
 

「
み
な
さ
ん
は
、
自
 

分
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
 

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
。
 

私
も
「
自
分
の
こ
と
だ
け
」
な
 

ど
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
今
、
 

今
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
 

ん
。
だ
か
ら
、
紙
の
節
約
、
木
 

材
の
使
い
過
ぎ
な
ど
の
こ
と
、
 

い
ろ
い
ろ
考
え
て
み
た
ら
ど
う
 

で
し
ょ
う
。
 

そ
し
て
、
み
ん
な
で
探
せ
ば
 

い
や
み
ん
な
で
ほ
ん
と
う
の
自
 

然
に
し
て
い
け
ば
ど
う
で
し
ょ
 

”つ。 た
と
え
ば
紙
の
節
約
な
ど
、
 

木
材
の
使
い
過
ぎ
の
ほ
か
、
み
 

ん
な
で
自
分
の
家
の
近
く
の
公
 

園
、
家
の
庭
な
ど
す
み
ず
み
ま
 

で
じ
ゃ
な
く
て
も
よ
い
で
す
。
 

ゴ
、
、
、
を
拾
う
と
い
う
少
し
の
心
 

が
ま
え
が
あ
れ
ば
、
ほ
ん
と
う
 

の
自
然
に
な
る
の
で
は
な
い
で
 

し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
少
し
の
 

心
が
ま
え
、
み
ん
な
も
う
一
度
 

考
え
て
み
て
下
さ
い
。
そ
う
す
 

れ
ば
、
み
な
さ
ん
が
口
う
る
さ
 

く
ガ
ミ
ガ
ミ
言
わ
な
く
て
も
い
 

い
と
思
い
ま
す
。
私
も
そ
う
い
 

う
こ
と
な
ど
に
目
を
つ
け
て
い
 

き
た
い
の
で
、
み
な
さ
ん
も
自
 

然
を
大
切
に
し
て
下
さ
い
。
 

そ
れ
と
、
も
う
ー
つ
私
が
み
 

な
さ
ん
に
言
い
た
い
こ
と
は
、
 

物
を
粗
末
に
扱
う
と
い
う
こ
と
 

で
す
。
物
を
粗
末
に
扱
う
と
い
 

う
こ
と
は
、
も
し
そ
の
物
が
紙
 

や
木
だ
っ
た
ら
一
番
い
け
な
い
 

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
 

う
こ
と
が
き
ら
い
な
人
は
、
も
 

う
一
度
利
用
し
よ
う
と
い
う
人
 

が
い
ま
す
。
私
は
時
々
偉
い
な
 

あ
と
思
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
 

は
ど
う
で
す
か
。
 

そ
れ
と
私
が
思
う
に
は
、
ゴ
 

ミ
処
理
場
で
の
紙
な
ど
や
布
な
 

ど
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
燃
や
し
 

終
っ
て
灰
に
な
っ
た
ら
別
に
意
 

味
が
あ
ま
り
な
い
の
に
、
ど
う
 

し
て
ま
た
利
用
し
な
い
の
だ
ろ
 

う
、
と
私
は
思
い
ま
す
。
だ
か
 

ら
ゴ
ミ
を
燃
や
し
て
ゴ
ミ
を
少
 

な
く
し
て
自
然
を
守
っ
て
い
る
 

の
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
 

み
な
さ
ん
、
何
度
も
言
う
よ
 

う
で
す
が
、
森
林
が
少
な
く
な
 

っ
た
ら
、
人
も
動
物
も
鳥
も
ど
 

ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
い
く
と
 

い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
と
、
み
 

な
さ
ん
が
ほ
ん
の
少
し
の
心
く
 

ば
り
、
心
が
ま
え
が
あ
れ
ば
、
 

ほ
ん
と
う
の
自
然
が
元
に
戻
っ
 

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
 

か
。
今
言
っ
た
こ
と
、
私
は
み
 

な
さ
ん
に
と
っ
て
一
番
大
切
で
 

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
、
 

一
度
だ
け
、
 

一 

度
だ
け
で
も
よ
い
で
す
。
森
林
 

の
こ
と
、
紙
の
節
約
の
こ
と
を
 

考
え
て
み
て
は
、
ど
う
で
し
ょ
 

う
か
。
 

み
な
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
の
自
 

然
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
 

（
平
成
3

年
2

月
4

日
総
合
会
 

館
で
の
大
会
に
て
発
表
さ
れ
た
 

も
の
で
す
。
）
 

「
大
井
十
詩
枝
」
さ
ん
は
、
 

父
大
井
康
章
、
母
 
明
美
さ
ん
 

の
長
女
と
し
て
昭
和
 53 

年
 12 

月
 

28 

日
生
ま
れ
の
中
学
一
年
生
、
 

三
人
姉
弟
で
、
大
字
二
〇
一
三
 

番
地
の
一
 

（
小
豆
田
）
 

に
住
ん
で
い
ま
す
。
 

「
秘
み
」
絢
通
安
か
真
「
民
運
動
・
」
 

一 

三
つ
の
重
点
」
 

一
①
青
少
年
運
転
者
の
無
謀
運
転
』
 

・
を
防
止
し
よ
う
。
 

」
②
違
法
駐
車
を
な
く
そ
う
。
 

一

③

シ

ー

ト

ベ

 
ル

ト

・

 
ヘ
 
ル

メ

 ツ 
一 ． 

一
け
そ
旺
化
パ
着
棚
叱
「
り
プ
に
 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 I/1 

次
の
方
よ
り
、
ご
寄
付
い
た
 

だ
き
ま
し
た
。
 

金
田
町
の
文
化
の
向
上
及
び
 

体
育
の
振
興
の
た
め
有
意
義
に
 

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

金
田
町
体
育
振
興
協
議
会
 

会
長
 

田
代
 

稔
 

金
田
町
文
化
連
盟
 

会
長
 

井
上
 

次
雄
 

（
香
典
返
し
と
し
て
）
 

o
故
 

若
林
輿
四
郎
 
様
 

下
神
崎
 

若
林
ヒ
デ
子
様
 

腎
 

一
 

一
一
 

毎
 


